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答品は廃止を
拍
日貝年末年始の

一

L家庭本位まー月正

　
　
　

O
　
（
つ
づ
り
保
存
し
ま
し
ょ
う
）

　　　

新
生
活
運
動
と
は
、
私
共
の
日
常
生
活
の
中
に
ひ
そ
ん
で
い
る
願

　

い
’
悩
み
、
不
合
理
を
見
い
だ
し
、
み
ん
な
の
話
し
あ
い
協
力
に

　
　
よ
っ
て
1
つ
z
a
つ
で
も
改
善
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま

　
　
　
す
。
し
た
が
っ
て
こ
の
運
動
は
、
一
時
的
な
も
の
で
な
く
、
一
年

　
　

　
　
を
通
じ
い
や
私
共
の
生
涯
を
通
じ
て
積
み
g
ね
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら

　
　
　
　

な
い
生
活
向
ヒ
を
め
ざ
す
運
動
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〔年末年始の新生活運動〕

　

7
8
に
年
末
か
ら
年
姶
に
か
け
て

の
生
活
の
中
に
は
’
ま
だ
ま
だ
名

く
の
問
題
を
残
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
今
年
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う

な
諸
事
項
に
つ
い
て
真
険
に
考
え

話
合

い
実
践
し
て
’
本
町
に
お
け

る
明
る
く
た
の
し
い
、
し
か
も
有

意
義
な
年
末
年
始
の
町
民
牛
活
を

築
き
上
げ
て
ゆ
ぎ
た
い
と
思
い
ま

す
o

◎
本
年
度

の

問
題
点

　

1
年
末
の
贈
笛
に
形
式
的
な
も

　
　
の
が
あ

り
、
無
駄
な
消
費
が

　
　
な

さ
れ
て
い
な
い
か
。

　

2
年
末
年
始
の
公
衆
道
徳
が
お

　
　
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
い
な
い
か

　

3
家
庭
本
位
の
正
月
が
ま
だ
ま

　
　
だ
徹
底
し
て
い
な
い
の
で
は

　
　
な
い
か
。

◎
本
年
度
の
実

践
努
力
日
標

　

1
年
末
、
年
始
の
形
式
的
贈
答

　
　
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

　
2
年
始
会
を
部
落
主
催
で
お
こ

　
　
な
い
’
つ
と
め
て
年
始
巡
り

0

　
　
を

や
め
ま
L
撒
う
。

　

3
新
年
の
予
算
を
立
て
’
家
計

　
　
簿
51

帳
を
実
行
し
て
家
計
の

　
　
自
立
化
を
は
か
り
ま
し
ょ
う

　

4
時
川
（
特
に
集
会
、
訪
問
）

　
　
を
厳
守
し
ま
し
ょ
う
。

　

5
一
寡
団
ら
ん
の
家
庭
正
月
に

　
　
簡
単
な
ス
ポ
ー
ツ
を
と
り
入

　
　
れ
ま
し
ょ
う
。

◎
運
動
の
進
め
方

　

1
ま
つ
各
自
そ
れ
ぞ
れ
で
考
え

　
　
一
人
で
実
行
で
き
る
こ
と
は

　
　
自
分
の
力
で
実
行
す
る
o

　

2
部
落
会
、
青
年
団
、
婦
人
会

　
　
官
公
署
、
グ
ル
ー
プ
．
学
級

　
　
等
で
話

し
あ
い
巾
し
合
わ
せ

　
　
て
実
践
す
る
。

　
3
、
各
地
域
、
各
組
織
、
各
職

　
　
場
の
指
導
者
は
実
能
状
況
に

　
　
よ
っ
て
指
導
助
一
．
．
口
し
て
v
だ

　
　
さ
い
。

X

×

×

×

e
正
し
い
歩
行
が
あ
な
た
を
守
る

　
　
　
　
　
　
年

末
年
始
の
父
通
安
全

（
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
、

（
住
宅
使
用
料
な
ど
滞
納
の
あ

）
る
方
は
、
年
内
に
す
ま
せ
て

｝
く
だ
さ
い
。
金
は
オ
ア
シ
と

’
い
わ
れ
て
ジ

ッ

と
し
て
い
な

（
い
、
あ
る
よ
う
で
な
く
、
な

　
交
通
事
故
は
車
の
増
台
に
つ
れ
　
が
正
し
く
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ

ま
す
ま
す
ふ
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
　
と
以
外
に
防
ぎ
よ
う
は
な
い
よ
う

す
。
払
た
ち
の
生
沽
に
Q
－
、
v
こ
と
　
で
す
。
あ
な
た
の
正
し
い
忠
行
、

の
で

き
な
い
交
通
が
’
い
っ
ぽ
う
　
市
し
い
運
転
が
あ
な
た
を
守
る
こ

で

は
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
　
と
に
な
り
ま
す
。

脅
威
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
被
害
を
う
け
た
歩
行
者
の
う
ち

　
特
に
年

末
年
始
は
交
通
畦
も
困
　
八
十
％
が
車
の
直
前
や
直
後
に
爬

雑
す

る
の
で
、
交
通
事
故
が
多
発
　
び
出
し
て
事
故
を
起
こ
し
て
い
ま

す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
す
。
道
路
を
横
切
る
と
き
は
ち
ょ

　
こ
れ
ら
の
交
通
事
故
を
少
く
す
　
っ
と
待
っ
て
、
安
全
を
確
め
て
か

る
に
は
、
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
　
ら
に
し
た
い
も
の
で
す
。

コ
態
昧
づ
ゴ
づ
嘩
づ
づ

　
　
明
る
い
お
正
月
l

〉
町
県
民

税
、
固
定
資
産
税
，
　
い
よ
う
で
あ
る
の
が
金
と
も
言
わ
パ

　　　　　　　　　　　　れ
て

い・
乏
穫
の
秋
に
毘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
す

ま
せ
て
明
る
い
お
正
月
を
お
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迎

え
く
だ
さ
い
。
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㎜
∨

〃
私
た
ち
の
町
か
ら
非
行
少
年
を
出
さ
な
い
運
動
〃
が
十
1
1
月
1
日
か
ら
一
ケ
月
間
展
開
さ
れ
ま
し
“
’
　
1
：

　

㎜
W
県
下

で

も
、
最
近
日
少
年
の
犯
罪
や
不
良
行
為
が
い
ち
じ
る
し
く
増
加
、
こ
れ
か
ら
社
会
を
巣
立
と
う
〆

口燕
と
す
る
儒
な
零
層
の
犯
罪
は
’
1
つ
の
大
き
な
社
会
問
題
と
三
て
い
ま
す
・
そ
こ
で
大
根
占
江

晶
ぽ
“
か
ま
と
め
た
少
年
犯
罪
メ
モ
を
U
に
・
い
ろ
い
ろ
と
り
あ
げ
て
み
芒
た
・
　
　
‥
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’
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・
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n
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－
l
t
～
σ
、
ご
～
、
’
～
こ
．
ζ
．
ご
3
・
膓
・
、
ノ
、
ご
、
〆
・
、
ノ
、
ζ
．
’
、
r
；
・
・
ノ
、
．
ご
．
’
～
～
．
・
．
ご
；
・
、
．
ζ
．
ξ
膓
、
了
・
，
ζ
．
ζ
」
、
r
；
c
ノ
・
．
ご
、
ご
」
叉
ノ
パ
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　il

へ道の悪
　
バカ主義放任

生多
　　い
　　小
　　　　　　　　、

中
学

町から非行少年を出さない運動中

　
　
　
の

犯

罪

ま
ず
、
詔
和
三
十
六
年
一
月
か
ら

十
月
ま
で
の
犯
罪
種
類
を
み
て
み

ま
し
ょ
う
。
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大
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佐
多
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田
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町
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じ

．
寸
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Y
v

十
三
名

三
　
名

三
　
名

11十
名

七
　
名

七

名

四
　
名

二
　
名

十
　
名

三
　
名

一　
名

右
を
職
業

別
に
み
ま
す
と

　
　
小
学
生

　
九
名

　
　

中
学
生
　
八
名

　
　
高

校
生
　
四
　
名

　
　
勤
労
少
年
　
十
二
名

一
お

年
玉

ハ
ガ

キ

の
消
＾

〈
　
印
が
省
略
さ
れ
ま
す
l

g
．
＋
1
i
．
＋
吾
か
三
＋
八
L

】
ま
で
の
う
ち
に
芒
出
し
た
♂

ζ
年
玉
ハ
ガ
キ
は
’
　
1
＝
1
　
I

託
の
消
印
を
省
略
し
て
配
に

一　
　
　
　
　
　
　
》

’

す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

，
〔
邨
政
省
か
ら
の
お
仰
ら
せ
）

S
．
，
．
w
・
．
，
，
’
°
”
・
，
h
　
，
，
”
X
、
三
く
’
～
＝
（

鷲
」
量

つ
ぎ
に
犯
罪
を
犯
す
動
機
、
原
因

を
み

ま
す
と
、
や
は
り
こ
ど
も
だ

け

に

こ
づ
か
い
銭
ほ
し
さ
’
で
き

心

と
い
う
の
が
も
っ
と
も
杉
い
よ

う
で
す
o

　
こ

づ
か
い
銭
を
例
に
し
て
も
、

こ

ど

も
に
よ
っ
て
月
三
百
円
で
す

ま
す
こ
ど
も
と
’
月
千
川
で
も
足

り
な
い
こ
ど
も
が
あ
り
、
こ
づ
か

い
銭
の
あ
た
え
か
た
が
問
題
に
な

っ

て
き
ま
す
。

メe
．

×

×

X

さ
ら
に
も
う
1
つ
大
事
な
こ
と
は

家
庭
環
境
と
い
う
こ
と
で
す
。

罪
を
犯
し
た
少
年
の
家
庭
状
況
を

み
て

み

ま
す
と
’
そ
こ
に
は
親
の

無
理
解
や
全
く
の
放
仕
主
義
な
ど

い

ろ
い
ろ
な
理
川
が
あ
り
’
い
ち

が

い

に
は
．
∵
乙
ま
せ
ん
が
、
た
だ

暖
い

愛
情
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
家

庭

に

は
、
決
し
て
川
行
少
年
は
い

な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
は
、
ハ
ッ

キ

リ
い
え
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
社
会
へ
一
歩
踏
み
出
そ

う
と
す
る
巨
1
1
年
た
ち
が
、
正
し
く

す
ご
や
か
に
仲
び
て
ゆ
け
る
よ
う

私
た
ち

も
力
を
あ
わ
せ
た
い
も
の

で
す
。

一
方
警
察
で
も
、
こ
の
運
動
に
ち

な
ん
で
つ
ぎ
の
こ
と
を
各
家
庭
へ

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

①
学
生
が
冬
休
み
に
、
家
族
、
の
猟

　
銃
、
空
気
銃
を
無
断
で
持
ち
山

　

し
、
無
免
許
で
狩
猟
し
て
い
る

　
の
を
見
受
け
ま
す
が
、
こ
れ
は

　
お
そ

ろ
し
い
事
故
を
お
こ
す
原

　
因
と
も
な
り
ま
す
の
で
厳
重
に

　
注

意
す
る
。

◎
年
末
年
始

は
、
職
場
や
学
校
か

　
ら
聞
放
さ
れ
、
そ
の
う
え
こ
づ

　
か
い
銭
も
鯉
富
な
こ
と
か
ら
、

　
つ
い
気
も
ゆ
る
み
が
ち
で
す
。

．

る
：
．
’
n
v
ご
・
4
t
i
－
舗
，
i
”
”
ご
n
v
・
°
．
°
－
－
i
・
1
4
t
．
・
－
n
v
・
－
4
．
“
，
t
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へ　

11十
1
1
1
H
か
ら
冬
休
み
に
な
り

い

ま
す
む
こ
の
る
　
み
は
　
　
は
ゑ

い
が
年
末
年
始

の
時
期
で
あ
り
’

次

の

よ
う
な
圧
意
が
望
ま
れ
ま
す

ll、
年
末
年
始
は
い
そ
が
し
い
、

　

い
ら
だ
ち
や
す
い
条
円
も
s
’
い

　

が
、
な
る
べ
く
平
静
を
失
わ
ず

　

こ
づ
か
い
銭
は
必
要
の
都
度
あ

た

え
る
か
、
計
両
的
に
使
う
習

恨
を

も
た
せ
る
よ
う
に
し
、
無

駄
づ
か
い
の

ク
セ
を
つ
け
な
い

よ
う
気
を
つ
け
る
。
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そ
の
時
々
の
感
情
で
こ
ど
も
に

当
た
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。

　
年

末

年
始
は
生
活
に
1
つ
の

　
く
ぎ
り
を
つ
け
る
時
期
。

こ

ど

も
の
反
育
と
新
し
い
決
意

を
す

な
お
に
仲
ば
し
て
や
る
よ

　
　
゜
°
一
l
d
l
v
t
．
－
．
°
」
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選挙広報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
w
”
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◎

補

欠

選

挙

は

あ
り
ま
せ
ん

　
本
町
議
U
の
、
故
桑
原
盛
次
郎
氏
の
死
去
に
際
し
、
　
一
名

の
欠
員
が
で
き
た
の
で
す
が
、
法
に
よ
り
市
町
村
の
議
会
の

議
U
の
川
欠
口
．
七
は
議
川
の
定
数
の
六
・
分
の
一
を
昼
え
る
に

至
っ
た
と
き
で
な
け
れ
ば
選
，
挙
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
根
占
町
避
挙
理
管
委
這
会
）
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＋
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・
し
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・
こ
ど
パ

霞
誌
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“
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さ
れ
る
よ
う
な
．
‥
動
は
つ
つ
i

㍉縫
・
い
・
土

　
こ
ど
も
の
能
力
に
応
じ
た
仕
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
7

　　　　　　　　　　　）

　
事
を
与
え
、
仇
く
よ
ろ
こ
び
㎞

四　
来
客
の
応
待
や
交
通
も
学
年
㎡

溺
に
応
じ
て
指
。
す
る
一

　
　
一
三
三
7
1
ー
う
’
°
／
’
1
…
．
i
ぜ
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家庭メモ
主婦にとつても

つとも気ぜわしい

師走ももう間近、

いまのうちに予節

の家事をすませておきましょう。

○・一・…畑仕事や戸外でのVJき着は、下fに

保温性のあるものを。ことに吹ぎさらしの

巾での作業には、不用の純毛品を適当にく

ふうし、下着を何枚も用意しておくと便利

です。

○……背広やスーッは、手入れひとっでい

つまでも気持ちよく書られるものです。

エリやソデのあかじみているところはべソ

ジンで、汗しみ、かびなどはアソモニア水

（20倍～30倍）でふき、1週lnlか10日に］回

プレスすることです。

、
－

O……このnは魚

類では、アジ、タラ、ヒラ

メが出まわります。

アジは簡じめにして、その

ままアジずしなどいかカ㌔

○……野菜類では、ホーレソ草シコンギクなどがで

ます。

ホーレン草はピタミソA、B、　Cの∵1酸、ミネラル

が豊富で悪性盆1伽こもいいものです。ただ生までな

く、ゆでてサラしてから使つてください。

CitS

○・一・部屋をあたたかく、

ということで換気を亡れが

　住まい
暖房に火はつきもの。火の川心はもちろんバケツに

水をはつておきましょう。

○……寒くなると台所用具の手入れがとどかなくな

りますから、時にはフキンなどもサラシ粉で消㍑し

ましよう。

ちです。

とくに受験生のいる宝庭は

注意してください。

出
品
多
数

　
　
町
内
の
野
だ
．
川
川
物
頓
川
花
類

　

の
で
き
た
も
の
の
1
1
川
川
さ
を
本
年

　

も
次
の
よ
う
な
計
川
で
川
催
し
ま

　
す
の
で
各
川
落
沢
山
の
出
品
を
し

　
て

い
た
だ
く
様
側
待
し
ま
す
。

　
遠

い
旭
帯
の
川
‥
り
泊
は
n
定
場
．
川
に

　
部

落
長
を
通
じ
て
御
集
め
ド
さ
れ

　
ば
ジ

ー
プ
で
取
集
め
に
廻
る
こ
と

　
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
一
l
t
：
　
＝

　
一
、
と
き
　
↓
二
月
十
九
口

　
　
　
　
　

十

二
月
二
十
日

　

二
、
場
所
　
高
等
学
校
講
堂

　

三
、
受
付
　
十
九
日
午
前
中

　

四
、
紐
粍
即
允
　
　
二
十
日

　
　
を
即
売
は
二
＋
日

大
根

占
町
園
芸
品
評
会
開
催

五
、
指
定
場
所

　
－
、
‥
川
ゲ
、
他
肺
軌
嫉

　

2
、
笹
原
公
民
館

　
3
、
川
南
公
民
館

　
4
、
宿
利
原
安
所

　
5
、
大
尾
支
所

　
6
，
巾
・
U
2
名

　
　
　
　
撒
1
－
C
h

　
7
、
烏
浜
支
所

｛ハ
、

　士－1
催
十
ハ
根
い
川
町
典
展
癌
ぷ
拉
術
U

　
連
46

協
議
会

　
な
お
出
品
音
は
部
落
長
に
ご
連

絡
し
て
v
だ
さ
い
。

　
　
　翼
ポ

総
牧
納
代
金
八
、
六
九
三
万
余
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　56

年
度

た
ば

こ
収
納
終
了

　
本

年
度
の
た
ば
こ
収
納
は
十
二

r
八

日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た

が
そ
の
成
絨

は
次

の

と
お
り
で
あ

り
ま
す
。
耕
作
呂
の
皆
さ
ん
ご
苦

労
様
で
し
た
。

一
、

川
作
人
1
1
、
　
　
　
三
九
七
人

二
、
抽
耕
作
デ
川
一
憤
九
七
、
六
一
三
へ

　
ク
タ
”
ル

三
、
総
日
目
二
一
〇
、
七
七
二
K

四
、
総
、
収
納
代
金

　
八
六
、
九
三
五
、
九
七
五
円

五
、
一
0
t
s
　
－
“
ル
当
り
代
金

　
八
ハ
ぷ
九
、
　
o
｛
ハ
一
一
山
口

六
、
　
一
珊
当
り
平
均
代
金
．

●
二
・

．pa

　
’
　
1
o
ア
ー
ル
当
り
畦
1
1

　

二

一
五
凧

、
、
　
f
．
L
　
e
l
＝
’
　
－
／
’
　
，
’
　
1
－
」
　
／
／
…

ノ
　
　
　
’
“
　
’
－
　
v
X
．
　
＿
日
　
u
＝
　
－
　
・
．

　

1
総
敗
納
代
全
，
遊
跨
　
好
彦

　

2
反
当
最
高
音
　
入
臼
　
喜
助

　

3
一
厄
当
最
高
昔
水
1
1
克
巳

ホ

イ
ル
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
に
よ
る
畑

深
川

の
見
学
を
お
勧
め
し
ま
す
。

只
今
宿
利
原
台
地
で
県
の
ホ
イ
ル

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
畑
の
深
耕
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
年
内
は
1
1

十
六

日
頃
ま
で
行
う
予
定
で
あ
り

ま
す
。
深
さ
は
四
五
セ
ソ
チ
位
ま

で
で
き
ま
す
の
で
作
物
の
増
収
と

雑

草
の
除
宍
、
土
中
の
病
虫
害
防

除
に
役
立
つ
こ
と
が
立
証
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
将
来
町
内
矧
地
に
宇
、

施
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す

の

で
こ

の
機
へ
六
に
農
宅
の
秤
さ
ん

の

ご
見
学
を
お
肋
め
し
ま
す
。

，
s
．
・
　
・
・
t
－
，
，
・
’
．
v
　
．
°
’
．
‘
冒
、
T
’
．
　
、
＝
　
・
～
・

盲
衛
裏
集
ユ

（自
衛
官
三
等
陸
、
海
、
｝

へ空

士
）
を
つ
ぎ
の
要
領
｝

｝で
募
集

し
て
い
ま
す
。
｛

’
△
応馨
格
昭
和
翠
・
月
（

＾

　
　
語
詰剖
甜

～　
　
に
生
ま
れ
た
J
〉

V　
　
　
男
子
　
　
♂

三
受
付
期
限
昭
和
躯
・
月
（

　
　
　
　
　
　
2
5
日
ま
で
　
　
”
I

《
△
減

験

昭
和躯
、
月
（

〔
、
i
已
四
ド
に

IllL8
？
t
t
l
U
［
M
l
l
l
l
l
［
”
き
三
三
ニ
l
l
l
l
“
“
，
r
w
三
三
三
l
l
l
m
，
．
p
t
三
三
工
三
三
・
き
三
三
二
三
三
“
l
n
v
t
三
三
I
l
l
M
L
r
±
？
三
三
≡
I
M
H
i
L
2
？
，
i
t
l
U
i
l
I
三
H
I
n
．
き
［
t
t
l
t
l
三
M
I
m
，
－
・
三
三
1
1
I
M
I
t
”
e
a
，
，
t
i
t
i
M
l
l
l
≡
］
1
1
t
8
i
e
三
三
＝
三
三
・
ξ
三
一
三
≡
≡
U
h
8
三
二
一
三
三
≡
三
全
モ
J
n
l
U
l
i
l
1
1
1
1
1
1
1
i
i
8
l
t
l
t
l
l
l
l
一
t
l
i
t
l
言
▲
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災
㎜
二
五
〇

　　　酬　
保
証

火みな
さ
ん
方
の
姐
物
は
全
部
、

㎜

明
日
と
い
わ
ず
今
日
の
内
に
耐
火

㎜
建
築
に
改
造
い
た
し
ま
し
ょ
う
と

㎜
申
し
ま
し
て
も
お
金
の
問
，
題
で
単

川

な

る
夢
で
し
か
な
い
と
考
え
る
の

㎜

が
早
合
点
の
よ
う
で
す
。

㎜
　
そ

こ
で
、
共
済
組
合
で
は
建
物

㎜

共
済
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

㎜

二
百

五
十

／
か
け
れ
ば
一
ケ
年
問

側

十
万
円
の
保
証
が
さ
れ
ま
す
。

㎜
千

二
百

五
十
円
で
は
五
十
万
円
で

㎜

す
。
各
人
の
建
物
に
応
じ
て
加
入

㎜

し
て
お
け
ば
、
何
時
火
事
の
サ
イ

㎜
レ

ソ

が
鳴

り
ま
し
て
も
安
心
で
す

暮

か
ら

正
月

に

か
け
て
↓
さ

司

≡
t

豆一

類

　　材

く　料

円金

で十
万
円

　
火
事
程
お
そ
ろ
し
い
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
、
い
ま
一
度
町
共
済
組

合

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
共
済
掛
金
授

共
済
金
m

　
四
万
円

　
六
、
刀
円

　
八
万
円

　
十

万
円

二
十
万
円

三
十
万
円

四

十
万
円

五
十
万
円

千
一　　千
1’i

五
卜

円　円

七　　ifil　二　　二　　百

ドf　　　百
！．1　T，．r　hL　＿．t　五
7〒．　百　　一7f．　t「f了

十　　　　十　　　　　卜

PJ　円　　円　　円　　r［J

百
　　　共

　　　

ISV

　　　掛

円　金

S
N
“
I
l
l
l
’
一
1
l
二
＝
l
t
一
．
－
s
“
■
l
l
●
r
～
t
l
吟
二
＝
一
＝
’
．
S
“
■
l
l
l
子
ニ
ニ
☆
J
e
l
＝
’
S

お

せ
ち

料
理
」
が
F
い
ら
れ
ま
す

場
　
お
せ
ち
料
理
は
何
1
1
も
前
か
ら
川

広

意
し
て
・
松
の
内
中
も
た
そ
う
と

の

　
す

る
た
め
・
く
さ
っ
た
り
、
細
菌

政

が
は
ん

し
ょ
く
し
た
り
・
ネ
ズ
ミ

H田
　
や
ハ
エ
、
あ
ぶ
ら
虫
な
ど
に
汚
さ

　
　
れ
た

り
し
て
中
毒
す
る
危
険
が
名

　
㎜
く
な
り
ま
す
。

の

　
料
　
理
　
は

さ
　
り
　
や
　
す
　
い

豆

類
を
材
料
と
し
た
も
の
は
腐
り

や
す

い
の

で
’
昧
を
濃
く
つ
け
て

火
を
十
分
に
通
す
こ
と
。

：

－
p
u
　
’
－
ジ
類
、
サ
ラ
ダ
ね
り
製

品
等
は
腐
り
や
す
い
の
で
l
時
に

た

く
さ
ん
作
ら
な
い
で
少
し
ず
つ

出
す
こ
と
。

　
　
　
X
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
X

＿
－
－
＿
・
－
●
ー
＿
＿
．
t
－
＿
－
・
⑳
＿
t
t
＿
．
t
．
＿
＿
＿
・
e
ー
－
t
．
ー
・
・
＿
l
－
・
ー
t
．
－
・
．
・
1
－
i
－
t
l
l
＿
－
■
ー
■
－
t
l
t
●
ー
－
・
・
ー
■
t
ー
“
●
ー
■
●
＿
．
■
●
＿
●
●
＿

1
困

き
ぬ
さ
や
え

l一　
適
期

播
に

つ
い
て

は
す
で
に
牧

一穫
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
価
格

一も
昨
年
と
同
様
高
価
を
よ
ん
で
い

二
す
の
で
、
管
理
を
I
￥
－
V
A
さ
れ
る

：

よ
う
お
、
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
“

◎
防
風
恒．

を

作
り
ま
し
ょ
う
。

一こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
ま
す
の
で
’

一15
北
風
の
強
く
当
る
所
は
冗
風
の

一
た
め
葉
や
茎
が
・
傷
み
ス
ひ
ど
い

一も
の
で
は
、
花
が
落
ち
、
落
ち
な

一
い
花
で

も
小
さ
な
花
と
な
り
数
も

7
な
く
な
，
，
、
）
た
が
っ
て
収
穫

’
を
上
げ
。
．
」
と
か
ら
も
必
要
で

川
あ
り
ま
す
。

て
支
柱
の
倒
淡
止
に
も
な
り
ま

ーす
の
で
・
必
ず
・
実
行
し
て
く
だ

一
さ
い
。
防
風
垣
は
あ
ま
り
厚
い
の

一
で
な
く
薄
い
の
で
良
い
で
す
o

一◎
病
皇
口
防
除
を
徹
底
し
ょ
う
。

一　
病
気

川

こ
れ
か
ら
出
る
主
な
病
気
は
ウ
ド

一
：

ン
コ

病
（
襲
に
灰
色
の
カ
ビ
が

　
9
く
）
　
P
あ
り
ま
す
・
こ
の
甕

一が
出
る
と
下
菓
か
ら
枯
れ
ヒ
り
ま

一す
の
で
、
収
穫
は
が
少
な
く
な
り

一
ま
す
の
で
、
防
除
は
巾
目
に
お
こ

一な
い
ま
し
、
う
。

管

理ん　

ど
う
の

　
　

に
つ
い
て

荘

剤
は
カ
ラ
セ
ン
を
使
用
し
て

下
さ
い
。

　
　
害
　
虫

こ

れ
か
ら
出
る
主
な
害
虫
は
エ

カ
キ
ム
シ
（
葉
の
中
を
¢
べ
る

虫
で
、
食
べ
た
後
が
白
く
線
が

出
来
絵
を
書
い
た
よ
う
に
な
る

）
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
虫
に
食

べ
ら
れ
る
と
ウ
ド
ン
コ
病
と
同

じ
く
禽
べ
ら
れ
た
葉
は
枯
れ
、

で
飼
料
の
効
果
が
う
す
れ
ま
す
の

で
，
や
め
て
練
飼
い
に
変
え
て
ド

さ
い
。

一
、

だ

ぶ
飼

い
は
水
分
が
多
い
の

　

で
、
だ
液
（
消
化
液
）
の
分
泌

　
が
少
な

い

の

で
r
飼
料
中
の
聾

　
分

が
、
充
分
消
化
吸
収
さ
れ
な

　

い
e

二
、
牛
の
第
一
胃
は
飼
料
∵
甲
の
澱

　
粉

を
、
蛋
白
質
に
変
え
る
力
を

　
も
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
だ
ぶ
飼
い
を
す
れ
ば

一三
三
、
一
三
三
一
一
、
三
三
＝
一
、
三
I
j
l
一
［
一
、
≡
l
i
l
l
l
l
s
l
l
l
三
l
［
I
I
一
、
三
≡
1
1
I
、
一
三
≡
三
”
1
1
I
三
M
H
、
三
三
≡
”
i
三
三
三
、

　
　
　
農

事
　
ス
　
ポ
　
ッ
　
ト

，
I
l
l
l
l
l
l
l
［
、
I
l
］
I
I
］
l
［
I
l
、
三
三
≡
一
、
＝
≡
≡
一
、
≡
l
［
i
1
1
［
t
i
l
l
l
l
L
l
u
［
I
i
i
、
一
三
三
一
ざ
「
二
三
一
＝
、
三
I
U
I
I
［
、
一
三
一
≡
t
r
l
一
－

牧

い
が
少
な
く
な
り
ま
す
の
で

虫
の
少
な
い
内
に
早
［
に
防
除

し
ま
し
ょ
う
L

一柴
剤
は
硫
二
隈
ニ
コ
チ
ン
を
使
用

し
て
下
さ
い
。

　
薬
剤
の
使
用
に
つ
い
て
は
技

術
1
1
に
良
く
き
い
て
．
ト
さ
い
。

　
　

o
O
o
o

◇
　
だ

ぶ

飼
い
を
や
め

　
　

ま
し
よ
う
。

　
冬
に
な
り
ま
す
と
、
白
物
が

不
足
し
、
ワ
ラ
を
主
体
と
し
た

だ

ぶ
飼

い

が
、
多
く
な
り
ま
す

が
’
こ
れ
は
ぴ
の
よ
う
な
理
川

e
”
’
－
i
”
－
”
－
“
’
－
”
－
’
”
－
”
－
’
”
－
”
－
－
“
t
i
i
．
＿
．
，
．
＿
”
＿
m
＿
．
．
＿
”
．
h
．
，
．
＿
．
．
．
＿
．
．
a

　
第
一
胃
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
時

　
間
が
短

い
の

で
、
澱
粉
が
蚤
白

　
t
（
に
変
え
ら
れ
な
い
内
に
、
腸

　
に
送

ら
れ
ま
す
か
ら
牛
の
特
性

　
で

あ
る
澱
粉
を
、
白
質
に
変
え

　

る
力
も
9
9
ま
り
又
、
消
化
吸
牧

　
も
忠
く
な
り
ま
す
。

三
、
一
般
に
’
だ
ぶ
飼
い
け
’
喰

　
込
み
ほ
が
多
い
よ
う
に
見
受
け

　
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
は
水
分
を

　
多

く
飲
み
込
ん
で
い
る
の
で
実

　
質
的
な
飼
料
日
は
少
な
く
な
り

　
喰
い
残
し
ま
す
の
で
そ
れ
が
く

　
さ
れ
易
く
な
り
ま
す
。

冬

は
感
冒
胃
腸
病
が
多
　

く
な
り
ま
す
の
で
注
意
｝

し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
一

第
匡
、
の
飼
料
精
飼
料
ユ

。
、
離
爵
の
過
総
な
，
当

い
の

で
過
給
に
な
ら
な
い
よ
う
出
：

来

る
だ
け
良
質
の
草
で
・
特
に
L

プ
飼
い
を
さ
け
姦
は
熱
湯
を
L

け
塩
で
味
付
け
て
与
へ
ま
し
ょ
ユ

　
第
二
に
畜
舎
は
敷
わ
ら
を
充
分
一

に

与
三
キ
問
風
の
は
い
ら
な
ぶ

、
，
に
し
ま
し
，
う
。
　
i

　
第
三
に
使
役
前
と
後
は
限
ず
兄

ラ
ズ
リ
を
実
行
し
ま
し
ー
二

第
四
に
使
役
し
な
い
と
き
で
L

運

動
と
日
光
浴
を
や
り
ま
し
ょ
L

（畜
舎
か

ら
引
き
出
す
と
き
は
限
l

ず

ワ
ラ
ズ
リ
す
る
こ
と
）
　
　
　
一

第
吾
牛
の
場
く
・
は
き
も
の
ぶ

つ
け
ず董
、
内
の
保
温
に
き
を
9
i

け

ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
i

　
那
六
に
こ
の
肋
期
に
生
ま
れ
る
川

豚
は

仔
豚
の
保
温
箱
を
作
り
ま
D
1

よ
う
・
　
　
　
　
　
　
一

　
な
お
冬
の
胃
腸
障
害
は
初
期
二

う
ち
に
大
事
を
と
り
ま
し
，
う
。
一

圏

訂

正

　
　
　
一

＋
l
m
t
？
の
小
，
　
k
！
川
の
ら
ん
ぶ

r政
性
」
と
は
「
酸
性
」
の
澱
り
i

で

し
た
・
　
　
　
二

～ 【4】～


